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法政大学出版局◉新刊のご案内	 2020 年 12 月 10 日

①  配本希望部数をご記入のうえ郵送またはFAXにてご連絡をお願いしたします。
　  希望部数を優先して配本しておりますので、必ずお申し込み下さい。
②  委託期間内返品可　配本後到着の注文書を注文扱いにて出荷させて頂きます。
③  ★印の図書は特にご注目下さい。平積み頂ければ幸甚です。
④  小局ホームページより、「新刊のご案内」最新号がダウンロードできます。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2021年1月22日配本　定価10230円（本体9300円＋税） A5判上製・700頁
曽村充利 著 

釣り師と文学 〈増補新版〉 イギリス保守主義の源流　
アイザック・ウォルトン研究   ISBN978-4-588-49518-2 C3098

　いまなお世界中の釣り好きに読み継がれる英文学史上の古典『釣魚大全』を、17世紀イギリスの政治史・社会史・
文化史、そして教会史の文脈のなかで重層的に読み解いた定評ある本格的研究。アングリカニズムやピューリタ
ニズムの思想をふまえ、他の代表的な伝記作品群の読解も含めてウォルトン文学の全貌に迫る。入手困難となっ
た初版に、新たに書き下ろした付論を増補して復刊。 【英文学・英国史】

☆関連書：ウォルトン『釣魚大全 Ⅰ・Ⅱ』（平凡社ライブラリー）、曽村充利編『新自由主義は文学を変えたか』（小局刊）。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2021年1月25日配本　定価2640円（本体2400円＋税） 四六判上製・220頁
今井敬潤 著 《ものと人間の文化史 185》

柿   ISBN978-4-588-21851-4 C0320

★★　日本の秋の味覚を代表する柿は、海外でもKAKIとして通用し親しまれているが、日本人にとっては古来、単なる
果樹ではなく「生活樹」であり、人びとと苦楽を共にする「同伴樹」でもあった。その深く豊かな歴史をたどり、調
査・研究の発展をあとづけるとともに、栽培の技術、採取と脱渋（渋抜き）の方法から、「歯固め」や「成木責め」な
どの民俗・風習、神事とのかかわり、さらには柿渋や用材としての利用法までを明らかにする。 【文化史・植物】

☆関連書：同著者既刊／『柿渋（かきしぶ）』（ものと人間の文化史115）、『栗』（ものと人間の文化史166）
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部数帖合・番線 法政大学出版局　2021年1月25日配本　定価4400円（本体4000円＋税） A5判上製・304頁
吉松覚 著 

生の力を別の仕方で思考すること ジャック・デリダにおける
生死の問題（仮）　　　   ISBN978-4-588-15114-9 C1010

　デリダにとって生の問題、あるいは生死の問題とはいかなるものであったか。デリダによるフロイトおよびベンヤミン
の読解を手がかりに、生の欲動と死の欲動の拮坑としての〈生─死〉概念、そして死をそのなかに含む時間的残存
としての〈生き延び〉の概念を分析し、言語論、精神分析から翻訳論、民主主義論へとその射程を拡張しつつデリ
ダが思考しつづけた〈可能な限り強烈な生〉の有り様を明らかにする。 【哲学・思想】

☆関連書：松田智裕『弁証法、戦争、解読』、ヘグルンド『ラディカル無神論』（以上、小局刊）。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2021年2月9日配本　定価3630円（本体3300円＋税） A5判上製・216頁
寺崎里水、坂本旬 編 

地域と世界をつなぐSDGsの教育学  ISBN978-4-588-68610-8 C1037

★ 　自分たちの地域のことを外国語や映像を用いてどのようによその人に伝えるか。本書は、小学校英語とビデオレター
という二つのツールを用いた異文化理解と交流の教育理論と実践の過程をまとめたものである。地域と密着した取
り組みは、教科の目標や地域の枠をこえ、より大きな社会や知の体系とのつながりをつくる活動といえる。各執筆
者は自らの経験を例に具体的な成果と課題を提示する。 【外国語・メディア教育】

☆関連書：寺崎里水共編『わかる・役立つ教育学入門』（大月書店）、坂本旬『メディア情報教育学』（小局刊）ほか。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2021年2月9日配本　定価4180円（本体3800円＋税） A5判上製・272頁
髙屋敷直広 著 

身体忘却のゆくえ ハイデガー『存在と時間』における〈対話的な場〉 ISBN978-4-588-15112-5 C1010

　西洋哲学の歴史が忘却してきたのは、存在者の〈存在〉だけでなく、私たちの生身の〈身体〉もまた見失われてきた
のではないか。従来、ハイデガー存在論に対して向けられてきた〈他者の不在〉という根本的批判、〈共存在〉をめ
ぐる倫理の難問に、〈身体〉を介した〈対話〉の場の究明をつうじて正面から取り組む試み。第5回「ハイデガー・フォー
ラム渡邊二郎賞」受賞者による気鋭の論考。 【哲学・思想】

☆関連書：秋富克哉ほか編『続・ハイデガー読本』、森一郎『ハイデガーと哲学の可能性』。


